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2. 新しい事業を創り、育てる 

当社が成長するためには、高い成長が望める海外市場における存在力を高めることが不可欠であると

認識しております。当社の海外ビジネスは、近年損益は改善されつつありますが、今後は、ビジネスの

拡大に焦点をあてた取り組みを進めてまいります。北米においては、富士通コンサルティング（ＦＣ）

が、ラピダイム社を買収するなど、ＩＴコンサルティングを中心としたサービス事業の強化を図ってお

ります。これにより、より高度で多様なサービスを提供することを目指してまいります。併せて、米国

ＥＤＳ社との戦略的提携を活かし、サーバの拡販に努めてまいります。一方、欧州においては、富士通

シーメンスコンピューターズ（ＦＳＣ）がプロダクトサポート機能を強化しており、これにより、欧州

におけるお客様対応力の強化を目指してまいります。これら海外拠点との連携を今後も一層強化し、ビ

ジネスの拡大を図ってまいります。 

また、実際に人やものが動く現場での活用が今後のＩＴの成長領域であると認識し、販売活動を始め

開発・製造・調達・物流などの現場、個人の社会生活においても医療・介護、教育、娯楽などの様々な

場面において、ＩＴによる変革を進めてまいります。具体的には、最高水準のセキュリティを実現する

非接触型手のひら静脈認証装置の世界展開や、流通の最前線などへ更なる活用が期待されるＲＦＩＤシ

ステムなどの新規ビジネスをさらに開拓してまいります。 

3. フォーメーションの革新 

お客様対応のスピード向上およびＩＴライフサイクル全体のワンストップなサポートを実現するため、

フォーメーションの革新に取り組んでおります。営業活動においては、前年に実施した営業部門とＳＥ

部門の組織一体化に続き、商談進捗の可視化を推進するなど、営業プロセスの革新に引き続き取り組ん

でまいります。また、本体とグループ会社の関係およびグループ会社間の関係を明確化し、フォーメー

ションの見直しを継続して進めてまいります。 

4. マネジメントシステムの革新 

当社の目標、指針、行動規範を定めた「Ｔｈｅ ＦＵＪＩＴＳＵ Ｗａｙ」を基本に、持続可能性を重

視した経営を進めてまいります。２００５年度下期に、業務プロセスの改革と内部統制の強化を目指し

たプロジェクトを立ち上げ、今後は活動を全社に展開してまいります。併せて、人材の活性化に向けた

取り組みを強化してまいります。 

 
以上のような課題を不断の努力を積み重ねることにより解決し、お客様に信頼されるパートナーとな

り、豊かで活力のあるネットワーク社会づくりに貢献できるグローバルな企業としてお客様や社会から

信頼されるよう一層の自己革新を図ってまいります。 

 
 

(12) 投資単位の引下げに関する考え方及び方針等 
 
当社は、資本市場における個人投資家の参加促進が、資本市場の活性化および当社株式の長期的かつ

安定的な保有促進の観点からも重要であると認識しており、会社情報の積極的かつ適正な開示を通じて

会社の実状をお伝えすることを基本として、日々のＩＲ活動を行っております。 
投資単位の引下げは、個人投資家の資本市場への参加を促進し、株式の流動性を高める有効な施策の

ひとつであると考えておりますが、現状での当社株価の水準、株主数および個人株主の分布状況、市場

における当社株式の流動性などを勘案した結果、投資単位の引下げについては現時点では時期尚早と考

えております。 
今後、資本市場における個人株主の動向や当社株価の推移を総合的に勘案し、適宜検討していきたい

と考えております。 
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